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Dictionary 01 Old English Committee (University of Toronto) 
Professor A. F. Cameron 
Roberta Frank 
John Leyerle 
H. A. Roe 
L. A. Shook 
現在のと乙ろ，DOE編纂の実質的な作業は， Cameron教授の指揮の
もとで，専属の助手およびタイピスト各 1名のほか，大学院学生など約10名
によって毎日行われている。
2 資金
DOE編纂という projectを支えているのは次の資金および機関である。
(1) The Canada Council Grant 
(2) Foundation for Education and Social Development， Boston 
(3) The University of Toronto 
上記のうち，乙の projectの中心的な財源となっているのは(1)の Canada
Councilからの助成金である。毎年$20! 000から$30， 000が支給されてお
り， 1974年度の支給額は$27，000てあった。乙れまで Cameron教授は毎年
乙の projectの進捗状況を報告し，翌年度の応募申請をする必要があ った
が， 1975年に CanadaCouncilは DOEの編纂に対して1976年以降 5年間
の助成金の支給を決定した。 ζれはこの projectが実質的に完了すると見倣
されている期間の資金面の保証であると考えられる。
(2)の Foundationfor Education and Social Developmentからの支給は
Canada Council からのものに比べるととく少'徹で，主~L，編集者や協力者
の旅費などにふ1jてられている。
(3)の大学当局からの援助とは，文献の購入などの金銭的なものもあるが，
むしろ勤務条件や施設面に関するもので， Cameron教授の担行講義数の軽
減や研究設備の提供といった形のものである。 ，DOEの編纂室は1974年
までは中世研究セ ンターの 一室であったが，それ以後現在はた学構内に新築
された RobartsLibrary の14階(長ヒ階)の 14281， 1428:~ " 14285およ
び14290~J室の内部尽にな っ ている。
なお， 1975年度には，乙れらに加えて， .Macdonald-Stewart ，Foundation 
の補助も受けているが，詳細は:不明である。
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が DOE，ζ送り返えされる。
(7) .Proof-reading of text print-out~ ・
Madisonから届けられる computertext print-outsの校1E:・照合作業は
テクストの確定にとって軍要である。
(8) 'Printing-out of Concordances. 
Eのすべてのテクスト個々の concordanceが編まれる。
(9) CompiJing DOE， making use of concordances (8)・ :mtljlH mi 
早出し語の側配列，語形や諮義の記載，引用文の例時々辞1?側斜の作 ! I ~t\ Dne 
d を co.mpllterを最大限に不UJ4Jして行う。
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2 m在の進捗状況と今後の見通し
のほとんどすべての MSSカ
ピネットに保管されている。
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Ill::U でに公刊された OEのテクストも現物またはゼロノクスコピーで悶
~Iζi泣かれている。
Mic.rofi 1m ，r..して蒐集 lされている MSS はすでにすべて félc~imile edition 
の形にして製本され，分類されて，市jじ部品!川棚に即怜れている。 izi
t|の Ivl'SSについては.箆者の滞在中は転写の作業が毎日航けられていた
が・現在ではζの作業も終了しているようである。 ζれはテクス lの紗fIの
ための軍事役作業である。
乙れ以後lの段|階!ζ屈する作業は平行的峨められている。 zmの19751f2 
19日と:20日の記録を|調べてみると， 1，9日には，当時助手であった lohn
hanlberli!日闘でがωの段階で乃oenix(PLan for !)(JEの 4text心51"で
3，. 4)を終了， ζれをタイピスト峨し，ぃmeron教授は Anp，/ο 
ダinorPOel:1，lS の'lex:
Jr，lnt"'outsの校正をしてLVV 25120日κj
ha山 rlin慢+は Juliana(同 A，. 3. 5)および Waム二f(同 A3
)Jζついて前日と同じ作業を行い， cωan…I 
da!町 eto B日.1.3・1・(記号Ircついてはよと同じ)の m.Icrofische を
;;:2Jむよ74Jyfb二後勺 Montreail大学から来訪し子
岬 のz吾訪頂臼同列1，乙ついて co:mputer枯
を協議した。
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いわゆる KWAC(key word out of context)方式をとり，散文の場合は
kev wordの前後それぞれ10，_11語を含めて引用，韻文の場合は keyword 
の合まれる一行を引用する(従って，最終的に配列されると， key word 
t:げは縦一本のコラムをなす)形式をとったものが，すでに OEのいくつ
かの作品について computersheetででき上がり ， DOEの編集室に附
されていた。しかし，その後，辞書編纂の目的により有効な KWIC(key 
word in contex)方式が採用され，引用は散文・韻文ともに keywordを
合 trone sentenceという形式のものが， Madison.の Wisconsin大学の協
Lで、作成されつつある。筆者は滞在帆，An樗彬glωaι似xon
J. C. Pope (ed.)， Hornilzes 0/ Aelfricそれぞれの concordanceが com-
outer sheetの形で、すで、に完成し，前者は21分冊i乙，後者は 7分冊i乙分けらLているのを手にと って見ることができた。 W. W. Skω(ed. ) t
Ael {ric's Lives of the .Saintsの concordanceもすでに幾分冊かが届いてい
て， J 乙れらはし、ずれも 14281室に保管されていた。最も新しい情報では，
Wisconsin大学の Venezky教授，さらに Yale大学の Robinson教授も加
{て，乙れらの computer concordanceを microfischeの形で刊行する計
ふ目下検討されているそうである。乙れが DOEの projectとは別個の
projectとして取り組まれる乙とになれば， c b Lすず2つと早く公lに乙される乙と iに乙なる。上述のよう lに乙， これらの concord
ance はし、ずれも通常の書籍の形では非常に大きなものになる乙とは明らカ
である。なお，筆者も乙れらの concordanceの幾枚かの microfischeカe
いているのを見た。
さで OEのテクストの方であるが， (4)の過程に|関しては，筆者が滞在
中はふOE専属のタイピストが 1倒 5室に設置された IBMのタイ プラ イ
ターを使用して連日タイプしていたが，現在ではその作業はほとグ完了し
たよでである。二つ以上の写しが存在している同じ MSSを照合して話臼
の相還を調べる作業は，献についてはすでに終わり，散文lf関十二:r
中か来年ぐらいには完了の見込みである。また， compujer jext PHH 
の校正作法は，昨年末までに詩 AeUricの諸作品およひ AUred関係のm
訳作品のすべてKついて完了し'ており，乙れは OEテクストの全体の始以
上位す1323L作業はいよいよ最終段階の具体的な実施計画を考
殺すると'乙ろまで到達している。前にも記したように，筆者が滞在中の
(843 ) 
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1975年 2月20日に Montreal大学から Bratley教授と IJusignan博士が
DOE編纂室に来訪し， Cameron教授と協議を開始したが， computerを
使用して photo-composition'Cより DOEを編集する試案がその後できた
という乙とである。 ζれに応じて，DOE編纂室では昨年夏， D ，c始まる
語の見出し語を設ける作業に着手。 concordance資料の導入について調
べ，来年春の OE研究家の会合の際乙れを提示する予定で，その成果が期
待されると乙ろである。
同時に進展中の OEテクストの編集作業の方は，昨1975年に Oxfordの
Exeter Collegeの M.R. Godden氏が編者に決定し， Toronto Old En-
glish Seriesの総称のもえで，かなり のテクストがすでに編集スタッフの元に
集まっている様子である。 ζのシリーズの最初のものとして Raymond
Grant's edition of Three Homilies from Ms.Corpus Christi Cambridg5 
41が本年中に刊行を予定されている。
いよいよ各見出し語項目に関する原稿作成の時期が近づ、いており，ごく最
近手元に届いた通信では，目下，各国において発表された OEの語棄に関
する研究書・研究論文のリストを作成し，現物の蒐集にとりかかっていると
のζとで，わが国で発表された関係文献の入手方を依頼してきたので，筆者
の知る限りの資料を早速発送している。しかしながらその大部分は邦語で、書
かれているので，DOE編纂室がわが国の研究者の成果をどの程度理解し
利用できるのか懸念されると乙ろである。
皿 その他
1 Angus F. Cameron教授
Cameron教授は1941年 NovaScotiaの生れ。 Oxford大学 Jesus
Collegeの出身。 tutorは JohnBurrow氏。 Supervisorは故 Alistair
Campbell教授。問8年に“TheOld English Nouns of Colour，asem制 ic
S叫"で B.Litt を取得。周年 Toronto大学に赴任し現在にいたるJ
Jesus College在籍中から例の Boswωth-T伽 t An. Anglo・smon Dit: 
tzonary 'C不満を持ち，特に referenceの行き届いた OEの包括的な辞書の
必要を痛感していた。乙の頃から LincolnCollegeの ChristopherJ・E.
Ball氏との親交が始まったが， Ball氏が ClarendonPressからの OEの
新しい辞書作成の話を多忙のために断ったいきさつなどがあり， ζれらの事
情が Cameron教授が DOEの編纂に着手する動機となったようである。
(844 ) 
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同教授は Oxford在学中から computerとその利用に強い関心があったそ
ろで.その方面の講義を熱心に聴講していたらしい。同教授はこのような新
い的の導入にきわめて意欲的で，DOEの編纂に comp仰を積極的
に利用している乙とは前にも触れたとおりである。 DOEの編者は I1で
示したとおり Ball氏と Cameron教授の二人になっているが，編纂の実質
的な作業は Toronto大学側で進められているので， Cameron教授は編纂
の仕事だけでなく，関係各方面との連絡，出張，来訪者の接待，資金の調
達.人事管理等々乙の projectの運営・管理全般民わたる任務のため，精神
的にも肉体的にもきわめて多忙である。 1970年に着手した乙の projectの完
了を同教授は当初15年先と見込んでいたが， computer による編纂という
大きな省力化のめどがついてきたため，現在では四80年完成を目標にしてい
るようである。とにかく同教授は新開発の技術の導入には非常に積極的・意
欲的である。
2 故 AlistairCampbell教授の蔵
1974年 2月 Oxford大学の AlistairCampbell教授が現職のまま急逝され
たが，同教授は DOEの InternationalAdvisory Committeeの一員であ っ
た。同年 Toronto大学の中世研究センターは同教授の語学関係の蔵書を購
入する乙とを決定し， 1975年 7月に現物が到着した。蔵書のうち書籍類は大
学構内の Pont:ificalI:nstitute ，r_，論文類は DOEの研究窒lζ保管される ζ
とになった。乙れらは当然 DOEの今後の作業において利用される乙とに
なる。
3 おわりに
ーー は1975年 1月1'0日から 6週間， Toronto大学構内の宿舎である
Hart Houseおよび WindleHousc に宿泊し，乙乙から同構内の Robart
L'ibrary 14:階の DOE編集室に通ったが，その期聞に下記の三つの
homiliesの手笹本を転写した。(乙れらは編纂室専属のタイ ピストによ って
タイプされ，同編纂室l乙保管されている。)
xford， Bodleian， Bodley 340 f. 123 -128 "1>atrJl Sunday，." 
xfo:rd， Bodleian， Bodley 34'0 f. 144. -152v“In Sabhato Sancto・
xJord， Bodleian， Junius 121 f. 63 -64 "I..eofa 'man te is nl)'cel 
pearf tat dl Vas driht.e口licantide georne getence. 
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最後に， Toronto大学滞在中 Cameron教授をはじめ DOE編纂室の人
々，さらに中世研究センターのかたがたからうけたすべての暖い好意に対し
て，心からのお礼を申したい。 (1976年 7月31日)
追記
ごく最近入手した報告書に記されている下記の表が， 1976年末までの進捗
状況を知るのに便利であると思われるので，乙 ζに付記する。
In computer Corrections 
1st stage 2nd stage 
Proofread concordances concord ances 
reada ble form entered run run 
Poetry A11 A11 A11 A11 
AE旺hc
Bl -B14 Wulfstan 
Prose All Anonymous B1-B2 
B17 -B21 hom出es
ゐe出ius
Soliloq山es
4 psalters 
Interlinear 
Rushworth 
A11 Gospels 
Glosses Glossed 
. 
Hymns 
Glosaries Al1 
Inscriptions A11 
なお， Oxfordの ChristopherBall氏は，公務多忙のため，1976年11月
をもって編者を辞したとのことである。 (1977年 1月31日)
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